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講 義 報 告
1. はじめに
客員教授
小林 務
ベンチャービジネス（venture busi ness）に関する講義（以下 ベンチャ一系講義と略します）
は， 2 001 年度から担当させていただ、き 丁度1 0年間経ちましたので，1 0年の節目として関連
事項を含めた総まとめとして報告します。
2. 2010年度の担当講義
2.1. 工学部
総合的開発学（前学期・金曜5時限・2単位）知能情報・機械知能・物質生命（材料・ブ。ロセス）
2.2. 大学院理工学教育部
ベンチャー総合実践経営論（前学期・金曜4時限・2単位）
3. 総合的開発学とベンチャー総合実践経営論の関係
各授業の詳細は， 後述 7ム項の日程付詳細授業計画を参照してください 。
3.1. 総合的開発学（ベンチャー系講義の基礎的内容：前学期・金曜5時限）
JAB EE対象科目(JABEE基準の 高密度授業であり， チーム活動等を含む体感的授業）。
実社会経験が無い学生がベンチャーを理解するために，（1）まず創造性開発から商品開発
や企業組織概要等を含む学習とチーム活動等を通した授業によって， ベンチャーの位置づ
けや経済環境等を理解し，（2）その上で、ベンチャーの実情を理解し， 更にマネジメントなど
を体系的に学びながら ビジネスプラン作成（アイディア重点）チーム活動にも取組んで
いく授業にしています。
3ム ベンチャー総合実践経営論（ベンチャ一系講義の実践的内容：前学期・金曜4時限）
(1）工学部で総合的開発学を履修した学生が大学院でベンチャー総合実践経営論を履修する
授業内容としており，工学部で総合的開発学を履修しなかった大学院生は5時限の総合的
開発学を見学（学部 生と同じ活動等を含む・単位認定不可）できるようにしています。
(2）ベンチャーの実態（失敗率90 %以上など）を広範囲に理解した上で，「どのように起業
するか」ではなく，「し、かに成功率を上げるかJを主要目的として， 金銭学（後述）やリ
スクマネジメント等を理解し，経営上の広範囲な各種リスクへの対応策等を考察しながら，
大学院生各自ごとのテーマで調査・研究し， 総合的なベンチャー経営体系とビジネスプラ
ン作成（経営重点）などに取組みます。
3ふ総合的開発学（5時限）もベンチャー総合実践経営論（4時限）も見学可能
学生だけでなく 先生方や学外の方々など， 私の講義は， 2 001 年度から見学可能として
います。 ぜひ， 第1週から， せめて第3週までだけでも， 見学してください。
4. ベンチャ 系ー 講義の特異性等（総合的で実践的な講義が必 須である理 由の 一部）
4.1.
一般的ベンチャーの実情（起業してから分か つてくる 現実の 厳しさ）
(1）成功率10%以下＝失敗率90%以上 起業者は皆， 自分だけは成功すると思って起業す
るが， 起業して初めて知る， 経験しないと分からないことが多く， 90 %以上が失敗する。
(90 %以上の失敗者：大半は倒産ξ経営者や保証人の保証（担保）財産没収・ 家庭崩壊・夜
逃げ・ 自殺・他）
(2）失敗の最大原因は「お金の問題J 基本は経営者の心の問題・見栄や我欲等・金銭学知識
欠乏・安易な借金・安易な保証人・ リスクManaging欠乏など。
(3）中小企業やベンチャー企業で、は， 会社の借金でも， 経営者個人の担保や保証人を要求さ
れる。 経営者も保証人も共倒れ・ 経営関係者（家族や， 実印を押していた取締役等・兄
弟・ 親戚・友人等）が多額の負債を抱え再起困難。 高利金融を利用していた場合は， 暴力
団等の介入により・ ・ ・ 。
(4）取引の大半は約束手形 販売や工事の代金は， 大半は 現金ではなく， 数ヶ月から半年以
上先の支払いを約束する約束手形での支払いが慣習化しているため 納入してから 現金を
回収するまでの間に， 大きなリスクが発 生する。 例： ①受取手形の不渡り（受取手形が紙
屑になる） ②不渡りによる， 緊急的金策や倒産・ 連鎖倒産など ③倒産による， 関係者
の各種悲劇・ ・ ・ 。
( 5）日本では， 一度失敗すると， ほとんど遣い上がられない社会環境が 現実（再起困難）
①何よりも精神的ダメージが大きい。 ②会社の借金のための自宅等担保を没収され， それ
でも返済額の一部でしかなし1から， 保証人を頼んだ兄弟や親戚・友人等も共倒れになって
おり， 経済的にも再起困難。 ③日本は失敗を認めない人が多く・ ． ． ．
( 6） 経験しないと分からないことが多いが， 倒産経験のある講師は皆無
①一般的ベンチャ一系講義等は成功例で紹介されることが多く， 厳しい実態の解説等は
避 けられている。 大半の起業者は， 起業して初めて約束手形等に直面し， 資金繰りのため
金融機関に相談して担保・保証人等の 現実を知るため，インフォーム ドコンセントが大切。
②講義やセ ミナー担当者（講師から職員まで）は， 「倒産者は這い上がられない日本の 現
実」のせいで倒産経験のある人は皆無に近いので， リスク対策等の知恵、が伝わらない。
( 7）最重要課題はManaging実践力
4ム一般的ベンチャーの実態 （一般的なプロセス）
(1）まず， 新技術・新商品・新サービスなどのideaがあり （自己中心的な場合が多し＼） ' 
(2）その実 現に向 けて， 起業を考え，
(3）夢のようなバラ色の将来を夢想して， （ベンチャー支援の催事等でビジネスプラン発表）
(4）会社設立（自分が代表取締役＝社長）のため資金調達（出資は少なく借金が多し、）に動き
（ベンチャーキャヒ。タル等からの巨額投資や株式上場を 期待している無知な人が多く），
( 5）人材を雇用し， 事務所を借り， 各種固定費を増加させ，
( 6）売上は思い通りにし1かないが，たとえ開業資金が数千万円あっても，固定費が大きし、から，
あっという聞に手持ち資金が減っていき，
《この段階で会社整理ができる人は幸せ・ ほとんどの人は泥沼化》
( 7）銀行等から借金を重ね（会社の借金でも経営者 個人の資産担保や保証人を要求される），
(8）悪戦苦闘の末， ” 失敗率90%以上” の仲間入りとなられる。
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5. ベンチャー系講義の必須重要事項（前4.項の特異性等を前提とした講義が必 須）
5.1. 講義内容の範囲と学問としての総合的体系化等
①ベンチャーの90 %以上が失敗するが，②その最大原因は「お金の問題」であり， ③「お
金の問題」の大半は理性よりも感情に左右されやすく医学的考察も必要であるだけに， 総
合的で具体的な事例研究（詳細実例研究）等を含む実践的な講義が必要です。 そのような
特異性を配慮、したベンチャ一系講義として，新たな概念の普遍性がある学問として， 倒産
経験がある私が， 独自に総合的体系化を目指して取組み， 毎年度， 改良し続けています0
5.2. 金銭学の概要
金銭に関する実践的知識は， 全ての人に一 生ついて回る基本的重要事項ですが， 一般の
学校では教えていませんし， 社会人になっても実際面の学習は困難であり， 特にベンチャ
ーの失敗主要原因である「借金・保証人・手形・その他Jの実態等は一般のベンチャーセ
ミナ一等でも教えていないため， 金銭学として講義に組み込み， 改良しながら演習を含め
て取組んでいます。【図：金銭学の目次】参照。 ぜひHPから印刷して 熟読してください0
5ふ各種教材等
(1） 総合的開発学はテキストを使用していますが， ベンチャー総合実践経営論は最新情報も
必 須であり， 各種コピー資料等とIT系情報やHP（ホームページ）も活用しています。
(2） 各種情報（ビデオを含む）を広範囲に収集して準備し， 講義では最新の世界経済状況に
対応した同時進行的内容や就職関連情報も含めて活用しています。
(3） またケーススタディ（事例研究）の実例研究化として， 富大eサービスの各種実例も教
材として活用しています。
6. 講義以外の実践活動例（富大eサービス・実例研究用教材）
6.1. 富大eサービスの概要
学生を主としたボランティア的ベンチャ一体験活動として， 主要スタッフが工学部3年
時（200 6年）から大学院2年卒業時（20 10年）まで， ベンチャ一体験として必 須な一通り
の活動（経営スタッフとしての起業準備・会社設立・会社運営・会社清算までの体験仁
個人事業主としての経営者体験）を実践し， 現在は研究会としています。
6ム富大eサービスの実践例紹介
富大eサービスのHPに，経緯や各種問題対応の詳細な実例を掲載しています。特にパー
トナーシップ型ベンチャーとして 低リスク経営と超低コスト経営を実践し， 学生経営ス
タッフが試行錯誤などの各種実体験を重ねながら実践しました 。
7. 各種資料等の掲載先 (HP接続は， ドメインよりGoogleやYahooの検索が便利です）
7.1. 富大eサービスHP : URL:http://www.tomidaies.com/の，「経緯紹介」ボタン等
7ム日程付詳細授業計画：ライフ開発研究所HP : URL:http://www.tooton.jp／の， トップページ
「大学非常勤講師」ボタン
7ふ金銭学：ライフ開発研究所HPトップページの「TOOTON庵Jボタン
7.4. ベンチャー系各種資料等：ライフ開発研究所HPトップページの 「TOOTON庵Jボタン
以上
【図：金銭学の目次】
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第10遇頃以降1こ残りの13項から28項までやります．
＠第10週以降は配布演みα'JOY資制f経営者の役割Jを持奮してください．
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